
原子価殻電子対反発則（VSEPR則）

VSEPR則

(1)原子価殻の全ての電子対（共有電子対または結合電子対、孤立電子）は立体化学的に活
性である。

(2)原子対間の反発の大きさの順序は、孤立電子対／孤立電子対＞孤立電子対／結合電子対
＞結合電子対／結合電子対である。

(3)多重結合を持つ分子の場合には、反発の大きさの順序は、三重結合／単結合＞二重結合
／単結合＞単結合／単結合である。

(4)分子ABnの結合電子対間の反発は、Bの電気陰性度が増大するに従って減少する。

考察の手順

(1)中心原子の原子価電子数に、中心原子と結合する原子の結合電子数を加えて２で割り、
電子対の数nを求める。

(2)次いで、（nー結合原子の数）=Iを求める。

(3)nの値が分子の形を決める。その際、電子対間の反発の強さを考慮する。
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分子と、電子対の数・非共有電子対の数



混成結合軌道



分子の形と混成軌道




